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枝 物 花 木 の 促 成 温 度 に 関 す る 試 験

― レンギョウ,ユキヤナギ,コデマリ, リンショウノ`イー

児 玉 き え 子 ・ 川 村 邦 夫

(宮城県園芸試験場 )
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中小枝物花木の栽培から促成技術まで,一貫した技術体

系の確立をはかるため,自 然光下のガラス室におけるレン

ギョウ,ユキヤナギの切枝促成及びコデマリ, リンショウ

パイの株促成において,促成室の夜間最低温度が入室後開

花までの日数及び開花率の推移に及ぼす影響を検討した。

2 試 験 方 法

試験 1: レンギョウ(ジ ャイアント・イエロー ),ユ
キヤナギ (蒲田極早生 )の新檎を130mに 切り各区 5枝を

供試した。レンギョウは10月 21日 から40日間 1℃ で冷蔵

したものを12月 1日 ,無処理のものを1月 30日に昼温 25℃

前後,夜温 5,10,15℃ の各ガラス室に入室した。ユキヤ

ナギは10月 31日 から20日 間 1℃ で冷蔵したものを11月 21

日,無処理のものを1月 30日 に入室した。いずれも,つば

みが色づくまで 1日 3回霧吹きした。調査は開花所要日数

及び節位別,時期別の開花率について行つた。

試験 2: ロデマツ(新みずほ), リンショウバイを各
区 3株 (1株 当り新給数 を5本に制限 )供試した。コデ

マリは2月 10日 ,リ ンショウバイは1月 10日 に圃場9株 を

掘上げ,発泡スチロール魚箱に 3株植えとして昼温25℃前

後,夜温 5,10,15℃ の各ガラス室に入室した。つぽみが

色づくまで1日 3回霧吹きし,調査は試験1と 同様に行つ

た 。

る 結 果 及び 考 察

1 レンギョウ:開花時期及び開花率は表 1の通りであ
る。 12月 1日 入室では開花まで15Cで 24日 ,10℃で28日 ,

5℃ で34日 を要し,開花率はそれぞれ505¢ ,595φ ,719

¢で,高夜温区程早く開花したが開花率は低かつた。 1

月30日 入室では開花まで15℃ で14日 ,10℃で18日 ,5℃

で22日 を要し,開花率はそれぞれ808¢ ,888%,850%
で,高夜温区程早く開花し,開花率はいずれも80¢以上で

あった。開花始めから開花率が最高となるまでの開花期間

は12月 1日 入室では17～ 19日 , 1月 30日 入室では5～ 7
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日であつた。

節位芳1の開花率は表 2の通りである。12月 1日 入室では,

高夜温区程 上位節の開花率が低くなる傾向が認められた

が,1月 30日 入室では区間に一定の傾向は認められなかつ

た。

表 1 レンギ Bウ の開花時期と開花率に
及ぼす夜温の影響

注.開花までの日数は入室後の日数

開花率‐1:7籠 ;奪}X100
表 2 
羨孟ち影る

の節位別開

“

率に及ぼす

注 開花率一瑠疑鶏諜群援霧評

その結果,開花まで長期間を要し,開花期間も長く,開

花率も低いことから12月 1日 入室では花芽の休眠打破が不

十分であつたと考えられる。これに対し,1月 30日 入室で

は短期間で開花し,開花期間が短くて開花率も高く,花芽

の休眠は十分に打破されていたと考えられる。
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休眠打破が十分であれば高夜温区程早 く開花し,開 花

率も温度により差はない。これに対し,休眠打破が不十分
な場合, 5C程度の比較的低夜温の方が開花まで長期間を
要するが,開花率は高くなり,こ れは上位節の開花率が高

くなるためであることが認められた。

2 ユキヤナギ :開花時期及び開花率は表 3の通りであ
る。11月 21日 入室では開花まで15℃ で22日 ,10Cで 24
日,5℃ で32日 を要し,開花率はそれぞれ714%,690%,
720多 であった。1月 30日 入室では開花まで15℃ で14日 ,

10℃ ,5℃ では18日 を要し,開花率は,それぞれ982%,

972¢ ,964%であった。開花期間は11月 21日 入室では
18～ 22日 , 1月 30日 入室では 2～ 4日 であった。

表 3 ュキヤナギの開花時期と開花率に
及ぼす夜温の影響

表 4 コデマリの開花時期と開花率に
及ぼす夜温の影響

入室期
夜 温
C)
開花始
(月 日)
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の 日 数
(日)

開花期間
(日 )
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11月 21日

12 23

12 15

12 13

22

22

18

720

69 0

71 4

1月 30日

217
217
213
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5
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7

,

7
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その結果,11月 21日 入室で花芽の休眠打破 が不十分で

あり,1月 30日 入室では十分に打破されていたと考えられ

る。いずれの時期でも高夜温区程早く開花 し,開 花率 が

7影程度まで休眠が打破されていれば,温度により開花率
に差はないことが認められた。

3 コデマツ:開花時期及び開花率は表4の通りである。
開花まで15Cで は38日 ,10C,5℃ では50日 を要 し,開
花率はそれぞれ,623%,755¢ ,627%,開花期間はいず
れも5日 であった。開花期間が短 Vヽ こ とか ら,2月 10日

入室で花芽の休限は十分に打破されていたと考えられ,15
℃ と高夜温の方が早く開花するが,開花率は 10℃で高くな
ることが認められた。

4 リンショウパイ:開花時期及び開花率は表 5の とお
りである。開花まで15℃ で22日 ,10Cで 30日 ,5℃で32
日を要 し,開花率はいずれも100%,開 花期間は7～ 9日 で

あつた。 1月 10日 入室で休眠は十分に打破されていたと考

えられ,高夜温区程早く開花することが認められた。

4 ま  と  め

レンギョウ,ュ キャナギの切枝促成において,休眠が十

分に打破されている場合は,高夜温区程短期間で開花 し,

開花率は温度により差がない。

レンギョウで休眠打破が十分でない場合は,低夜温区の

方が開花まで長期間かかるが開花率が高い。

コデマリ,リ ンショウパイの株促成において,休 眠が十分
に打破されている場合は,高夜温区程短期間で開花する。
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